
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

福祉住環境×整理収納 

DESIGN OFFICE REI（デザインオフィス レイ）清水 麗子    

1987 年デザインオフィス レイ設立。大阪を拠点にインテリア設計等の業務を開始。1995 年阪神淡路大震災を契機に

高齢者等の住環境整備に関わり 24 年が経過。2016 年より「福祉住環境×整理収納」として、「安全」「安心」「継続」 

「自分らしく」「快適」をキーワードに物理的にも精神的にも気持ちよく過ごせる住環境を提案しています。 

二級建築士･福祉住環境コーディネーター1級・照明コンサルタント・整理収納アドバイザー2級認定講師 

「個別性に合せて 住まいを整える 5」 

車いすが必要な独居老人、暮らしを楽にする整理収納とは 

■ 会 場：大阪市立社会福祉センター3階会議室 

■ 参加費：6,480円（教材費・税含む） 

■ 定 員：15名 

■ 主 催：DESIGN OFFICE REI   

■ 問合せ：http://d-office-rei.com  

 

年々、一人暮らしの高齢者が増えていますが、 

ここに、アクティブで自立心旺盛な一人の老人がいます。 

 

彼は足が不自由なので、 

屋内外共に電動車いすを使って生活しています。 

週 1 回、ヘルパーさんが掃除に入っていますが 

買い物も料理、洗濯も自分でおこなっています。 

しかし、歳を重ねると共に、今までできていた事が、 

できにくくなる現実に直面しています。 

そう、必要なモノが直ぐに見つける事ができない！ 

取り出せない！手に力が入らない！起き上がりにくい… 

彼は出来る限り自分の事は自分でおこないたいと 

強い思いをもっていますが、さて、私たちの提案は？ 

「個別性に合せて 住まいを整える」 

ワークショップを通じて、客観的に現状を把握し 

生活者一人ひとりに合せて提案できる視点を養います。 

百人百様 

【 講座の内容 】 

今回は、電動車いすを使用している老人

の住環境/使いやすい収納を考えます。 

老人とモノとの関係、 

電動車いすと収納の関係は？ 

 

■ 関わる前の準備（基礎知識） 

・電動車いすの特徴 

・電動車いすの軌道 

・車いすの動作域 

■ ワークショップ(事例検討) 

・事例の共有化 

・論点の明確化 

・論点の検討 

開催日：2019 年 8月 31日（土）13:00～15:30 

http://d-office-rei.com/

